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IV　沼田市の環境保全・創造に対する植生学的提案

　　Vegetatio且s6kologische　Vorschlage　f並r　den　Umweltschutz

　　auf　Stadt　Numata

1．　沼田市の植生の現状

　　Gegenwart圭ge　ZusもaRd　der　Vege重atio養沁der　Stad毛Numata

　都市計画，まちがいのない自然の利用，必要に応じての限られた開発に際しては，従来の鉄や

セメント，石油化学製品のような非生物的な材料によるハードな面からの都市づくり，自然の開

発だけでは不十分である。このような非生物的な材料を投入する量に対応して日本人が古くから

新しい町づくり，村づくりに必ずその土地本来のふるさとの木によるふるさとの森を創った先例

をみなおし，人闘の命の共存者，生きた構築材料をいかに使いきるかが長つづきのする町づくり，

自然の開発の今後の基本的な課題である。沼田市では利根川，薄根川および片品川流域の沖積低

地，さらに歯根町から台地上の国道120号線ぞいの市街地周辺はすでにかなり人口が集中し，都

市化がすすんでいる。したがって斜面ぞいの利根川と台地との問のケソポナシーケヤキ群集，あ

るいは片晶川と台地上の雑木林，スギ植林などを除いてすでに街街化されている地域は自然植生

は消失されている。一部せまい空聞に屋敷林がまばらに存続している程度である。したがってこ

のような台地上，ならびに今後關発が進むであろう上越線さらに現在建設中の関越自動車道髭各周

辺などにおいては開発に先だって自然度の高い地域固轡の槙生や自然甥乏境を出来るだけ保金する

ことが開発の豆本である。秘画にすでに市街化が進んでいる台地状とくに学校，道路その他の公

共施設の中やまわりには限られた空間を積極的に有効に使うために立体的な環境保金林の形成も

必要である。

　同時に南北に長くのびている沼田市において今後玉原レクリエーション島地やあるいは迦葉山

周辺の社寺林，残存自然林，さらにかつての佐山開拓地や佐山牧場周辺，北にのびる沼田迦葉山

線ぞいのまちがいのない土地利用，自然環境の保全，林業経営さらによりよいみどりの保養所と

してのレクリエーション基地を作るためのさまざまな施策が今後行なわれるであろう。その際，

一見保守的に見えてもっとも進歩的な自然保護行政とは今あるものを残すべきことである。すな

わち大部分はブナ林であるが，由地の残存自然林，さらに二次林やスギ植林地などをどのように

残し，守り，あるいは経済的に管理してゆくか。また丘陵部のアカヤッやコナラのいわゆる互巳山

の雑木林，シラカシ群集が潜在自然植生域である台地上の現在，水田あるいはコンニャクやクワ

の特産物が栽培されている地域のまちがいのない土地利用も考えられなければならない。さらに

台地と三本の河川の沖積低地との斜面のケンポナシーケヤキ群集，モウソウチク林あるいは一部

オニグルミ植林，ニセアカシア植林が繁茂している斜面の保金と同時に，景観形成のための今後
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Fig．39　よく発達したシラカシの屋敷林。景観要素としても優れている
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の施策が必要である。さらに沖積低地の農家のシラカシの屋敷林なども含めて今後どのように保

全し守ってゆくかということも課題である（Fig．39）。

　以下沼田τi∫域において保護，保全される植生や自禦ミ環境について提案されている。同時に都市

や産業立地，新しい交通施設その他の公共施設に対しての積極的なみどりの環境創造について都

市計画との渕連，個人住宅，学校道路ぞいその他の公共施設との関連についてヤブッバキクラス

域，ブナクラス域に分けて郷土の森の形成，将来にむかっての環鏡創造についての具体的な提案

が行なわれている。

2．　保護・保全されるべき植生と自然環境

　　Schuもzw廿rdige　Vegetation　u盤d　na撮rliche　Umwelt

　わが国におけるほとんど全ての都市がそうであるように，沼雛市においても文化景観域の台地

上，丘陵地の自然植生は，入々の長い生活の歴史の問に，農耕地，雑木林，植林などの代償植生

に置き換えられている。沼田市内ではまだかなりの自然植生が残されている北部山地や露原高原

においても，ダム建設およびそれに伴う工事，レクリエーション基地計画などにより，徐々に失
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われようとしている。このような状況の中での土地利用や都市晒蝋i一州の街づくり一にあたって

は，現在ある自然植生それに準ずる植生は可能な限り保護，保存に努め，緑の失われた市街地で

は積極的に潜在自然植生々こ基いた本来の緑を形成し，緑豊かな生活環境を創造，復元することが

前提となる。また，近郊地域に残存するクヌギーコナラ群集などの雑木林は，二次林ではあるが

古くから里心として人々に親しまれてきた最も身近な自然である。したがってこの雑木林をはじ

めとする半自然櫃生の計画的な保全，利用も重要である。

　1）沼田市の保護，保全されるべき植生

　　　Schutzw憤rdige　Vegletation　in　der　Stadt　Nulna重a

　沼田市の緑の街づくりにあたって，自然林，二次林，植栽林，シラカシ屋敷林＊などを倉めて，

塞本となるべき現在残されている植生が以下に示されている。

　　a．沼田地区　Numata・Bezirk

　沼田地区は最も入口の集中した市街化区域であり，沼田市域では緑のもっとも少ない地域であ

る。

　1．下之町および沼田公園の台地肩部斜面のケヤキ林（ケンポナシーケヤキ群集）。

　2．城山測沿いのサクラ並木。植栽されたものであるが，春の開花時は美観を示し人々に親し

　　まれてきているQ

　　b．利南地区　Tona雌i・Bezirk

　利南地区は大部分が畑作地帯であり，段丘崖を除き緑は多くない。

　1．　片贔川沿いに断片白勺に残されているケヤキ林（ケソポナシーケヤキ群集）。

　2．鹿野町，新町，⊥融融町などにみられる，農家の周りに植栽されたシラカシの高垣。住宅

　　地域における緑の環境創造の好例といえる。

　3．　段丘崖に生育しているクリ，コナラの雑木林（クヌギ～コナラ群集）。

　　c．池田地区　Iked勘Beziτk

　池田地区は面積的に最も広く，北部の迦葉山，玉原を中心とする武尊山麓は沼爾市の自然林が

集中している地域である。玉原ダムをはじめレクリエーション基地計画など，現在市民の注目を

集めている。

　！．玉条湿原。罰積的には小さいが中間湿原（ミズギクーヌマガや群集）および低簡湿原（タ

　　ムラソウ～バクサンタイゲキ群落，オオカサスゲ群集他）が発達し，学術的に価値が高い。

　　またミズバショウ，ワタスゲ，ヒオウギアヤメ，ミズギクなどが折りなす季観は美しく，保

　　健休養地的価値も高い。沼田市に残されている潟然植生の中では最も弱い臼然であり破壊さ

　　れ易く，まちがいのない保護管理が行なわれなけれぽならない。

＊シラカシの分布については現存植生図を参照されたいQ
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2．玉門高原，尼ケ禿山，迦葉山周辺のブナ林。日本海側のブナ林（ヒメブナキーブナ群集）

　　として広範囲に残されている。レクリェーション基地建設にあたっては，これらのブナ林と

　調和のとれた計画が前提となる。

3．　四釜剃，発知川上流部のサワグルミ，トチノキ，ケヤキなどの漢畔林（ジュウモンジシダ

　ーサワグルミ群集他）。漢谷の斜画や河岸の立地保全機能をもつが，現在では大部分がスギ

　植林となっている。

4．弥勒寺参道周辺の尾根部に散在するモミ林および三三山頂付近のイヌブナ林。それぞれ沼

　　田の山地帯下部の原植生の名残りである。潜在窓然植生の指標としても重要。

5．　鹿俣山稜線部のミヤマナラ群集およびコメツツジ群落。ミヤマナラは日本海側多雪地のみ

　に生育する低木で，奥利根地域では分布の南限と思われる。

6．剣ケ峰付近のオオシラビソ群集，コケモモーハイマツ群集。沼繊では分布の限られる亜高

　　門生および高山生植生である。

7。里山としてのコナラ，クリ，ミズナラなどの雑木林（オオバクロモジーミズナラ群集他）。

　　d．薄根地区　｛∫sune・13ezirk

薄根地区は農村，山村景観域であり，臼然植生はほとんどみられない。

1．農家の澗りのシラカシの屋敷林や高生垣。善桂寺町，町田町，石墨町などには植栽された

　　シラカシが多く生育している。

2．　1里山としての雑木林（クヌギーコナラ群集他）。

　　e．川田地区　Kawada－Bezirk

子持山麓を中心とする川田地区は，スギ植林，雑木林，農耕地が多く，臼然植生はほとんどみ

られない。

　1．利根川沿い急斜面のケヤキ林（ケソポナシーケヤキ群集）。川沿いのケヤキは沼田市の重

　要な景観構成要素となっていると同時に，礫性斜面，急崖地など不安定立地の保全機能を果

　　している。

2．里山としての雑木林（クヌギ～コナラ群集）。

　2）　土地利用，とくに農林業との関係

　　　BodeRnutzung　besonders　Land－and　Forstwirtschaft

　沼田市は古くから林業が盛んであり，これに伴って製材，木工を主とする木材工業が重要産業

の一つになっていた。これを反映して，市内の丘陵，山地帯下部，段丘斜画にはスギ，ヒノキ，

アヵマッ，カラマツなどの植林が大きな爾積を占めている。またがっては薪炭の生産も盛んで，

今日ではシイタケ裁培の台木原木の供給源としてコナラ，クリ，ミズナラなどの雑木林も多く残

されている。水田，畑の葡積も広い。これら各種の土地利用形態と自然環境との対応をみると，

農村景観域では古くからの伝統的，世襲的な土地利用が行なわれてきている。すなわち山腹斜瀟
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Fig．40　クリーコナラ群集の林床で栽耕されているシイタケ

　　　　（下川日：i町，海抜540m）。

ImWalddes　Castaneo－Quercetum　serratae　gezuchtete
eBbare　Pilze　vonゐ6溺碗πs　o4046s（Shimokawata℃ho，540m　U．　RN），

はクリ，コナラの雑木林，尾根付近はアカマツ植林，谷沿いは．スギ植林に，また沖積低地は水田昏

水はけがよく水iヨには適さない台地や緩斜面は畑として利用している。住居の北側には潜在自然

植生であるシラカシによって防風林や高垣を形成している。このように沼田市では【漁ミ環境にみ

あった，日然の許容範継ヨ内での無理のない土地利用が行なわれてきたことがうかがえる（現存植
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生図参照）。

　しかし，近年に至って水田，畑地の宅地化および厚木林などの伐採，地形改変による大規模造

成など自然環境を無視した開発が行なわれるようになってきた。沼田市ではこのような例はまだ

ごく一部に限られているが，東京，横浜など大都市近郊の都市域では現在もなお盛んに行なわれ

ている。また山地部では，石油，ガスへのエネルギー転換に伴い，クリ，ミズナラなどの二次林

あるいはブナ林の大規模伐採が行なわれ，スギ，カラマツなど針葉樹の植林が行なわれるように

なってきている。沼田市北部山地のような多雪地特に急傾斜地においては，森林の広面積伐採は，

雪崩や表土侵食を発生させやすくし，それに伴う地力の低下，地表面の乾燥化をもたらす原因と

なりやすい。

　したがって，自然の許容限界を無視した開発は避けるべきである。同断に新たに改変せられた

立地においては新しい環境を積極的に創造することが必要になってきている。また従来の立地環

境におかれている地域でも，よりよい生活環境にかえて行くことが望まれる。しかし新たな環境

創造，改善にあたっては，人工的な構築材料や園芸種や外来種の植物による緑化だけでは不十分

であることが指摘されている（宮脇1970，1972，1973イ翫）。

3．　郷土の森一環境創造一の指針

　　Anweisung　zur　Anlage　standor毛sgemaBeピ璽Heima亡w註lder，，

　　一Umweltgestaltung　durch　leわe熱digen　8austoff一

　新たな環境創造にあたっての，生活空間の緑は十分な植生学的な現地調査の結果導き出された，

その土地本来の植生一1替在自然植生一の構成種によって行なわれなければ：不十分であり，永続的

な存続は期待できない。

　これからの都市づくりにおける緑は，ただ巣に年木的に木を植えるのではなく，防音，異臭，

理解などの保全機能や，大気や水質の汚染などに対し環境浄化機能をもち，さらに人々の生活に

溺いを与える総合的な効果をもたらすものでなければならない。そのためには緑は“点”ではな

く“線”あるいは“蘇i”的で多層群落の緑が必要になってくる。限られた爾積の中で，いかにし

て広い表癒1積をもった緑を形成するかが，都市の緑化にとって大きな問題である。

　以下，具体ll勺に沼［£｛市において，当面の課題となっている対象に対しての環境創造，緑化につ

いて提案されている。

　1）ヤブツバキクラス域におけるみどりのあり方

　　　DasGr並皿in　Ca澱ellie毛ea　japo且icae・Gebiet

　沼田市のヤブッバキクラス域；常緑広葉樹林帯は，大部分がシラカシ群集の潜在自然植生域で

ある。居住人ロが多く学校，病院，役所など各種の公共施設が集中しており，実際的な緑のまち

づくりの中心となる地域である。
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　　a．学校緑化一沼田小学校の三一

　　　　Vergr廿nung　des　Schuarea玉s－ei無3eispiel　von　der　Volksschule　Numata一一

　学校は敷地が広く植栽面積カミとりやすいと醐蒔に，次の世代を担う子供たちの学習，生活環境

の改善の必要性などから，最初に環境保全林形成の対象として挙げられる。

　学校の緑化には園的に応じて，花壇や樹木園なども含まれるが，ここでは環境保全林に限定し

て述べられている。

　沼田小学校は敷地面積が市内の学校では最も広く，校庭の周囲に植栽しただけでもかなり広緬

積の保金林形成が可能である。沼閏小学校では昭和58年度にシラカシを用いた植栽が試みられて

いる。しかし菌がポット苗でなかったこととマウンド形成が行なわれなかったために，現在では

そのほとんどが根腐れをおこして枯死し不成功に終わっている。この二二を繰り返さないために

も，確実な生育が期待できるポット笛を使用し，マウンド形成を行なう。

　　　　　　　Fig．41学校の環境保全林配分図

Schematische　Verteilungskarte　der　Urlユweltschutzwalcler　einer　Schし11e．

器

靱＿鵬臨綴糠塞
螢）雀

馨

　　　　Fig．42　沼翫1小学校における環境保金林予想平面図

GrundriB　der　erwarteten　Umweltschutzw註1der　in　der　Numata－Volksschule
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　現在敷地の境界にある金網塀に沿って旧約2m程のマウンドを築き，保全林形成の基盤とする。

マント群落には，今植えられているドゥダソッッジを利用するのもよい。植栽樹種としてはシラ

カシを主体とし，ケヤキ，ウラジロガシ，モミ，コナラ，ヤブツバキ，ネズミモチ，ピサカキな

どが挙げられる。「ab．47）。既に植えられているサクラも効果的に利用する。校舎の南側には口

照・危険防止のため高木の育成は避け，花壇の周りにマサキ，ネズミモチ，イヌツゲなどの抵木

類により生垣を形成する。校舎の北側には冬季の防風を兼ねて，高木屑，姫高木層構成種を植栽

する。この他，環境保全林形成の決められた構想の枠の範囲で，子供たちに具体的なデザインを

させるのも一考である。植栽後は樹冠がうっ閉するまで子供たちに管理をさせ，マウンド内に立

ち入らないように注意を与えることも必要である。

　学校のような生きた人聞教育・形成を行なうところでは，その環境創造も心の和む生きた素材

が用いられるのが理想である。この点では校庭の周りを囲っていたカラタチの生野が取り去られ，

プロヅク塀に換えられた沼田高校の例は防犯の面を重視したのであろうが，反省すべきものであ

ろうし，改めて緑のあり方について考え直させるものである。

　　b。公園緑地，スポーツ施設のみどり

　　　　Parka亘lage，　Gr葭n　in　de欝Sporanlagen

　沼田市内の公園は総合公園としては沼田公園だけで，他は児鷺公園やスポーツ施設である。沼

ぼ｛公園は古くから市民に親しまれ緑も多い。しかし，二二されている樹種は段丘雄のケヤキを除

くとスギ，ヒマラヤスギ，アカマツなど植林樹種や外来樹種のみである。市民の憩いの場である

沼田公園にこそ立地本来の潜在臼然描生であるシラカシを主体としたふるさとの森が復元される

べきであろう。それに際しては新たな空闇に樵栽する他に，現在あるスギ林やヒマラヤスギ林を

効果的に利用する。すなわち，門内にシラカシなど潜在自然植生ll睾成種のポット菌を補植し，将

来の森林の形成を計る。すでに樹冠のうっ閉されている林内は阻害環境が緩和されており，新た

な保金林形成よりも効果的な生育が期待できる。

　運動場などのオープンスペースにおいては，基本的には学校の校庭緑化と岡じ方法で環境保全

林形成を行なう。溶体的な植栽法についてはp．127～！34に示されている。

　　c．住宅地周辺のみどり　Gr廿n　in　der　Umgeわung“er　WohRsiedlungen

　公共施設の緑が防音・防風など機能的な面を重視した性格が強いのに対し，住宅地周辺の緑は

それらに加えて，毎日の生活を和ませ，心を落ちつかせる精神的な効果をもっている。沼田市内

の戸鹿野町や善桂寺町，石墨町，あるいは隣接する昭和村などの古い農家にはシラカシの高垣や

屋敷林が住民の生活に調和し，住宅地のみどりの模範となるべき好鯛がみられる。古くから潜在

自然植生の主要構成種であるシラカシを利用して家のまわりのみどりを保持してきた我々の祖先

の知恵には感服すると共に，教えられるところも多い。シラカシによる高垣の形成は，幅約40～

50cm程のスペースがあれぽ可能である。年数を経た高垣はみごとであり非常に美しく，景観要素

としても優れている。また防音・防風の役割も兼ね備えている。斜而下部付近や沖積低地に立地
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Fig．6i　形成されつつあるシラカシの高垣G二）（原1［1∫，海抜405m）と

　　　　　　　完成された状態（下）（戸鹿野，海抜340m）。

Neu　geschaffene　Hochhecken　von　Q’‘8アα二s　〃ηフr3’％α⑳～∫α．　Oben：4　Jahre

嶽ach　der　Pflanzung　（Hεしra－machi　450m　U．　NN）．　Unten：Gut　entwickelte

Hochhecken縫i）er　10　Jahre　nach　der　Pflanzung（Togano－machi　340m　U．　NN）．
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する民家では，地下水位がやや高いため潜在自然植召こに応じてケヤキを混晶するのも良い。高壌

や屋敷林を形成する敷地のない住宅では，シラカシを錦木約に植栽する。この場合の苗はポット

薄が望ましい。

　　d．道路ぞいのみどり　（赴廿nentlaRg　der　StraBeR

　関越自動車道の開遂に伴い，都心との顕離が近づき，都会から沼li．i市へ陶う交通量もさらに増

加することが予想される。沼田市では来るべき将来のためにバイパスを始めとして道路整備計画

が進められている。交通量の増臓まより確実な排気ガス鰻止・防二音を要求する。森林は防音効果

と共に粉塵を吸着する効果をもつことが知られている。現在用いられている遮音壁は防音効果は

もつが，排気ガス防止効果はもたない。また景観要素として好ましくない。

　潜在自然植生に21豪いた環境保全林は，形成されるまでに時間がかかり植栽後数年縄の保全機能

は低いが，一度形成されてしまえば永続的に確実にそれらの高い効果が期待できる。そのために

はある程度幅の広い緬栽帯がとられる必要がある。特に多くの交通量が予想される沼田インター

チェンジ周辺では，十分な植栽予定地が確保されなければならない。現在沼出インターチェンジ

瑚辺の道路沿いに，クロマツ，コブシ，カエデ類，サクラ類などの針葉樹や広葉樹をlll【1回する計

Fig．44　市営体育館前の道路沿いに植えられたスズカケ。帯街地の

　　　　緑化としては不十分である（東原新ill∫，海抜430m）。

Als　Allee　punktartig　gepflanzte」麗認伽πs　o7～θ痂θ〃s　vor　der　Stadtllschen

Sporthalle　（Higashillarashin－machi　4301n員．　NN），
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　　Fig．45　市街地の並木植栽例
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　　　　　Fig。46　高速道路法面の環境保全林形成模式図

Schematische　Darstellung　der　Umweltschutzw註lder　am　Hang〔les　Autobahn．
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画がある（沼田市新総合計画1983）。しかしこれらの樹種では確実な生長が期待されないぽかり

か，環境浄化能力が劣る。やはりその土地本来の潜在自然植生構成種による環境保全林形成が行

なわれることが望ましい。コブシ，サクラなどは環境保全林の修景部分の役割をさせ，単木的に

植えられるだけで十分景観的な効果を発揮する。

　市街地の道跳沿いにはユリノキなどが植えられているが，これらの樹木は並木としての役割を

果しているとは言い難い。狭いスペースであっても，環境保全林形成の手法を用いることによっ

て，より良い“並木”をつくることが可能である。しかし，市街地では構高が高くなると枝が電

線にあたり，その保護のために枝が勇定されてしまうことがある。このことは人口の稠密なわが

園全域にわたって言えることであり，了1ぎ街地のより良い環境側造のために，電線施設の閲題は早

急に解決されなけれぽならない課題である。

　2）ブナクラス域におけるみどりのあり方

　　　1）asGr茸nim　Fagetea　creRa北ae－Geb量et

　　a．玉原開発，とくにレクリエーションエリア造成にあたってのみどりの設計

　　　　En重wurf　f荘r　die　ERtwick蓋ung　von　Tanbara，　und　beso皿ders　bei（ler

　　　　ErschlieBung　VOR　ErholungsarealeR

　武尊山を申心とする山麓は，その規模の大きさと豊かな臼然環境を有するが，国定公園，雛泣

公園の指定を受けていないことから，近年，新たな観光資源として注目されている。沼田市にお

いてもすでに完成した玉原ダムの澗辺地域に玉原野外スポーツ林の整備が行なわれている。これ

はキャンプ場，テニスコート，ソフトボール場，野外ステージ，駐三に場，スポーツ広場などを含

む総合的なスポーッレクリエシーショソエリア計画である。沼田市民だけでなく関越自動車道の

開通により首都圏からの利用者も多く予想される。玉原地区はブナ林や湿源をはじめ，かけがえ

のない自然林が残されている地域である。また，この計画がブナ林を巾心とした森林を利用した

計画である。それだけに，ダム工事で破壊された跡地の復元や，現存植生の保全を十分考慮した，

まちがいのない計画。設計，利用が行なわれなければならない。

　i．道路法面，造成地の植生復元

　建設工事によって造成された道路法面や裸地は早急に復元される必要がある。崩壊地など不安

定地にはヤシャブシ，ヤマハンノキ，タニウツギなど先駆性低木を植栽し，あるいは表愚土の客

土によって立地の安定化を計り，表土を復元した上で潜在自然穂生構成種のブナ，ミズナラ，シ

ナノキなどを植栽する（Tab．47）。外来牧草の吹き付けによる早期緑化は持続的な効果があまり

得られない。

　ii．三三植生の利用

　玉原地区に現在残されているブナ林，ミズナラ林，ダケカンバ林，シラカンバ林をそのまま利

用する。キャンプ場はブナ林の中にあるが，今後もブナを伐採せずに森の中のキャンプ場を構想
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する。ダケカンバ，シラカンバおよびウダイカンバは二次林構成種であるが，美しい樹皮をもち，

尚匿のレクリエーショソエジアの修景には適している。テニスコートやスポーツ広場にそのまま

利用するのも効果的である。同時に補植あるいは新たな植栽によって森林旗積の復元を計る。

　姐．残存自然植生の保護，保全

　玉原義源はミズバショウ，ワタスゲ，　トキソウ，ヒオウギアヤメ，キソコウカ，ミズギク，バ

クサソタィゲキなどの懇懇植物が生育しており，それらの折り成す季観はみごとである。また，

レクリエーションエリア入1＝i付近にもミズバショウの自生する小器廉がある。これら拙！原には木

道が敷れており，散策に利用されている。今後利用者が増えるにしたがって湿櫨を利用する懇々

も多くなると予想される。しかし，湿IIlは森林とは異った弱い自然であり，人による踏み付けに

よってもたやすく破壊される。しかも一度破壊されるとその復元は極めて困難である。したがっ

て，その利用にあたっては十分な保護管珊が必要であり，タバコの吸いがらなども投げすてられ

ることのないように心がけねばならない。また，玉原高原にはスキー場等市民のスポーツ・レク

リエーション・襯光の場としての利川計絢がされているが，その推進に当ってはブナ林などのしI

然環境との祠整に十分留意していく必妄がある。

　以上，沼日届∫の現在考えられる代表的な緑化，環境飼造の施策や方針について留意点を述べた
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Fig．47　整備が進められるキャンプ易。残存木の保護とともに林床植生の

　　　　復元が誰まれる（六原高原，海抜！，230m）。

　　　　　Zeltplatz　auf　der（Tanbara・Hochebene　1，230m鼓．　NN）．
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が，これらの他にも環境保全林形成の対象となるべき区域も多い。しかしそれらの問題は，基本

的には次項に示されている事項の応用によって実行可能である。

4．　環境保全林形成に対する基本的提言

　　Eingehend　Vorschlage　f誼r　die　Ges捻ltung　von　Umwel七sc｝顯tzw滋dern

　1）　樹種および苗の選定　Auswahl　der　3amnarteR　uRd　S艮ml圭nge

　環境保全林形成の上では植栽樹種の選定は，最も重要なポイントといえる。植生学的調査研ラビ

の成果が樹種の選定に凝縮されているといっても過言ではない。すなわち，その立地のもつ潜在

能力に基づいた植生；潜在自然1・ii［1生の構成種の選定である。今回の植生調記王結果から導き出され

た植栽適性種・可能種がTab．47に示されている。これらの種は生育基盤さえ保証されれぽ確

実に生長し，長年月にわたって保全機能を果す，安定した多層群落（森林）を形1夢～する種群であ

る。従来からよく植栽されているポプラ，ユリノキ，スズカケ，トウカエデ，ヒマラヤスギ，ド

　よ　い　例
Gute　BeiSpie｝e

　　悪　い　例
UnerwtinSChte正3eiSl）iele

Svmme亡rische【・Normala且schnk亡
・1三坦部に水が停滞する，，

Auf（ler　f撚chene　TeHe　sしaut　dzls　Wasser

Parteile　nacll　deI憤Regel工

片流れ式

Asylnmetrischer　Quershnitt

裾の部分に水が停滞する、、

Stau毛das、Vasse…’in（ie韮、　Saumteile1｝．

磨ン／
片流れ式（擁！1，髭などに接して形成する場合）

Asvmme亡rischeギD段111fOI’m（F訓e　die　I）ame

grenzt　am、Vand）． 閉部に水が停滞する。
、Vasser　staut…11〔ler　Senkullgea．

　　　　　　　Fi948　マウンド形成の正しい｛列と悪い｛列

Gute　und　unerwunschte　Beispiele　des　Dambaues　fUr　Grenzumwdtschutzw溢1der　uncl

andere　Bepflanzung．　Es　ist　auf　gute　Bodendurchluftung　zu　achten，　weil　sonst　infolge

der　hohen　und　ganzlahrigen　Niederschlage　in　Japan（1玉e王3aumwurzeln　leicht　faulen，
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　　Tab．47　沼田市の各潜在臼然槙生域における植裁適性種一覧

Ubersichtstabelle　der　Arten，　die　fUr　die　Anlage　von　Heimat・u．

Ummeltschutzwaldern，　Parks，　Alleen　und　andern　GrUnanlagen

in　der　Stadt　Numata　geeigrlet　sind．

a．シラカシ群集域

脅木層Baumshicht
シラカシ

ケヤキ　2勉鷹。〃α5θ7廻如

Quercetum　myrsinaefoliae－Gebiet

9π6κ％5〃りη’5初αゆ1珈 ウラジロガシ　Q紹7c麗5α聴罪α

モミ丑房θS万7辮α

低フiく∫　　　Strauchschicllt

　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　のピサカキ　．Ezの，σフαρo規。σ

ネズミモチ　L忽π3ケ醐2ブ妙。癬α‘魏

チャノキ　7腕θα5初醜S飴

ヒイラギ　　0訂πごzπ魏％∫々θ詑70ρ左y1」％s

イヌツゲ　πθκ07θη碗α

ヤブツバキ　Cα規θ薦αブαρo痂。σ

アオキ　A3臨のαブ砂。癖。α

ナンテン　2＞碗譲α40祝85彦zcα

ヤツデ　　勲∫s沼ノαカ。窺。α

マサキ　Eπ0吻〃πZ‘Sノψ0窺0α

　　草塞願K：rautschlcl玉t

iジャノヒゲ0ρ砺（ψ（箸。ηブ砂。痂伽ε

iヤ方ン五吻。磁磁θ
iキヅタ　伽4θ7π酌。駕∂6αi
iヤマイタチシダ　P町yoμθガS翻5S6’∫απσ

iヤブコウジ　、47漉s勉伽ρo加6α

オオバジャノヒゲ　0ρ屠9≠）ρgoπ力彪痂soαρ¢‘s　　　i

テイカカズラ　7「7α碗θJosρ87規観πα5z碗膨彫

　　　　　　　　　　　var．勿’θ7窺θ4’z〃％

即吟四脚門　　i
b．ケンポナシーケヤキ群集域　Hovenio　du1

高木瀬　　Baumschicht

ケヤキ　Z切々ooαsθ77α如

ケンポナシ　β∂0θ蛎αゴ”漉∫

オニイタヤ・4C87”¢0ηO　var．α”吻9微”¢

アカシデ　Cση）初％3伽κ解0アα

i

cis．Zelkovetum　serratae－Gebiet

　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　ロ

エノキC8〃2s　3醒θηSZS　var．ノψoη20α

ヤマモミジ　五〇θ7ρα伽α伽ηZvaL御αお㍑彫Z‘γα6

イヌシデ　　C召写ガ％％sお。ぬ。ηosん海

ミズキ　Coγ％πs　co雇70〃θ，’sσ

低フ｛く／爾　　Strauchschicht

ヤマブキ　κθγガαブ＠0厩0α

ミヤマハハソ　砿θ！勿S甥α陀π痂∫

エワトコ　Sα吻う％α‘3s’θ∂oJ漉απα

イボタノキ　L卿‘s∫7％辮ブ砂。漉。α

ヤマウコギ　　盆ατ％漉ρραηακ幼初OSZ6S

ムラサキシキブ　Cα醗0αゆαノ砂0短Cα

ヤマグワ　ル1∂7πs∂o祝1をyo∫3

ガマズミ　　yぼうz67π多〃7z　4畝τ’α’鰯72

アオキ　み％0κ∂αブαカ0痂0α

カントウマユミ　E％0鰐η麗S麗θδ014∫α％％SV乏lr．

　　　　　　　　　　　　　sσ㎎z‘zπ8κ3

サンショウ　　勿η漉0耀Z％甥メ）2ρθ，’髭％”Z

ミツバウツギS吻）勿」θα伽解α観α

I
　…

　…

　…

　i

　｛

　1

　i

　…

　i

　i

　i

　i

　i

　i

宝：露オ～こノ聾｝　　KrautSChicht

オオバジャノヒゲ　　0ヵ乃Joρ（即ノ¢ρZαη奮αzρ多応

ツルマサキ　　B㍑oηγ吻z63プリァ’％η（露var．廻げ記α雑s

キヅタ　　磁ゴε7π　7乃。〃z∂θα

クマワラビ　P刎qρ詑7おZα067rα

ヤブソテツ　　qyノ’如彫Jz切3プリプ島護％厩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

ジ・ノ・ゲ伽勿・即吻卿廊　　　i
テイカカズラ　丁搬碗8Zo5ρθγ溺z〃παs毎’記％卿　　　i

　　　　　　　　　　　va・」繍・鹸　　　i

イ・ワラビ蜘7照応鰍　　　i
ヤマカシュウ　S脳中彪κS勿∂oZ4ガ　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
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c．イヌシデーコナラ群団域　Carpinio－Quercion　serratae－Geblet

高木麟　　Baumsch玉cht

コナラ　Qπθπ：％ss6仰’α如

アカシデ　Cαゆ加π31ακヴJoア’α

クリ　　磁s如πθα07θηα如

ヤマモミジ　五6θ7ρ認初α粗彫var，溺認5z〃窺”αθ

ミズナラ　（2Zf8γcz63甥0％go1沈αvar．　gγo∬θ∫θ，γα彪

ウラジロノキSOγ伽Sブ砂0擁Cα

カスミザクラ　P㍑ηZ‘S四θ76伽η伽

イ琢i7｛（∫箇　　Strauchschicht

ムラサキシキブ　Cα漉。α」ゆαブ砂。窺06

ガマズミ　　Wδ％7π麗”¢4ガα如島6〃z

オトコヨウゾメ　　y必％7ηZ切¢ρ配ε60オプ∫0ぬ％〃Z

アワブキ　砿θ」勿S規α〃㌍ガ侃漉α

トウゴクミツバツツジ　R加4048η4フ・0η¢0α面％π〃Z

パイカツツジ　1覗0404θη4ア0πSθ辮必σ7δα砺1π

オオバクロモジ　L勿4θγαz侃飽1Z認αvar．

　　　　　　　　　　　　　〃z6初δγαηα06α

マルバアオダモ　砕α短πZ‘S3忽∂014毎ηα

シラキSαρゴ卿％ブσρo痂。％吻

ツクバネウツギ　　ノ1∂θ距ごz砂α魏〃α如

エ薄7ド雇：｝　K二rautschicht

イヌヨモギ　　ノ17’8勉∫舘αんθ齢んθαηα

オオバギボウシ　E∂s如初。窺απα

アカショウマ　　As擁」う6誘Z御∂θ響露

アズマスゲ　Cαγ6κ1σsゴ01θが3

ハエドクソウ　勘リワπα川州如ε如。勿αvar．αS如∫記θ

オクモミジバグマ　・4初sJ勉8日目。θ7ヴ∂」如var．

　　　　　　　　　　　　　　　S麗∂αρ04α

イヌシデ　Cσ厚）加z‘sお碗。ηosんゴゴ

クマシデ　Cαゆ勿Z∬ブαρo短。α

ケヤキ　Zθ疏。槻sθ7駕彪

コハウチワカエデAo67∫ゴθδ01漉α瑠翅

イヌブナ　勲g銘3ノ砂0痂Cθ

クヌギ　　（2κ6π％sαoz房∫s3勿zα

モミ肋，、伽α　　　　　i
　＿＿＿＿＿＿．　　　　　　　．　　　．．　．　　　　　　　　＿＿＿＿一一．．一．．一．．．．．．．．．．．．一一一．一一一一一i

ヤブムラサキ　Cα躍。御ψα辮。薦s

ミヤマガマズミ　昭施7翅〃πZσγ融漉

バクウンボク　S砂γακo∂α∬如

ヤマツツジ　石翫0404θη〃0π々σθ彫メゾ6擁

アプラツツジ　Eπ葱αη漉％33aめSθssだ’∫

カマツカ　　．Pρ％ア魏如θα加」10Sαvar．♂α6加S

ウリカエデ　　ノ1cθ7　cγα彪89ヴb1珈s

ダンコウバイ　五山4θγα0∂脇S∫10δα

ヤマウグイスカグラ　ゐ。溺。θ7α9プαo漉ρ6s

オオバマンサク　磁辮α祝8傭ノ砂。痂6αvar．

　　　　　　　　　　　　　〃Zβ9α～01り左yJ1σ

d．チシマザサーブナ群団域　Saso　kurilensis一

シラヤマギク　五S彪730α∂87　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

チゴユリ　D殆ρoγ鰯zs翅磁6初％”z　　　　　　　i

トリアシシ・ウマ翻δ・’伽∂・ゆ・…　i
　　　　　　　　　　　　　　　OO％983オα

ヒカゲスゲ　Cαγθκ如ηcθ01諺α

ソバナA伽励伽7卿姻伽　　　　i
マツブサ5・轍漁・吻漁　　　　i

　Fagion　crenatae－Gebiet

Tl…「

ﾘ1欝　Baumschicht
ブ　　ナ　　勲9％sc7θ口恥α

ハウチワカエデ　　み067ブαρo痂。％彫

ヒトツバカエデ　ノ10θア4お砂1z‘辮

エンコウカエデ　　．40θγ〃20ηOvar．7πα7祝07α’％ηz

シナノキ　7’漉σブ⑫o疵。α

ノ、リギリ　 」勤Zo1》αηακ1）ガ。オ％3

シラカンバ　・Bε劾1α如％∫0酔夢

ヤマモミジ　ノ1067ρ認甥α伽甥var．溺αお％解πηθ

ク　　リ　　C幽門αηθαoプ6παオα

アスナロ　　7γ繊1’（ψ5」εdoJαう7厩α

ミズナラ　Qκ8κ％s卿。η80Zあαvar，8アOSSθ3θ7紹彪

ウ弓ハダカエデ　遼。θ77ゆ％6ア紹

コハウチワカエデ　ノ10675飽∂01読α％π窺

ホオノキ　　ルZ囎麗0だσ0δOZ7ζZ如

コシアブラ　　ノ10απ漉0ραηακ3C滅面ρ勿110認OS

ダケカンバ　β6劾1α6飢溺α％蕗

ウダイカンバβ切％1α〃zα短簡。躍記95αηα

アオダモ　　ルとz擁％％sJごzηz69ガ％03α

カスミザクラ　P〆観郷紹アθ0襯廊

低フi（1函　　Strauchschicht

＝オオカメノキ　　y冨δκ72Z％辮ノ滋π｝α劾〃Z

タムシバ　ルZ㎎κoJ毎sα」沈⑳距σ

オオバクロモジ　五初6θ駕π規δ8Z1α彪var．

　　　　　　　　　　　　　〃zθη¢∂ア4ησ084

i

1
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5

i　ヒメモチ　刀疏陀％COO1α4α
1

iヒメアオキ　∠43‘0％∂σノαρ0卿0σvar．∂0解α」お

i　リョウブ　α6陽解∂α7∂劾θ7びお

i　ツリノ・ミナ　　Eπoηyη2％so廻yρ雇yJ1％s

iツノハシバミ。・肋，吻・1伽。

1ナナカマド　80γ∂z‘soo一隅㍑麺

iチャボガヤ　7わ7プのαπ鷹野駕var．勉漉。αηs

　　ハイイヌツゲ．πθκc7伽σ如var．ρα伽405α

旨的ラクツツジ漁9碑勘’α漁
　　　　　　　　　　　　助吻JoOO50伽θ嘘S　var．磁000αゆαiサワフタギ

i望二恩二鷺総盤謝

1

エゾユズリハ　1）⑳伽ゆ勿11％窺甥α07ρカ04π初

　　　　　　　　　　　subsp．勧癬」8

ムラサキヤシオツツジ　R加404θη47伽αZ∂％0履∫ゴ

ヒロハツリバナ　8％o矧彫z応挽α07qρ彰γ％s

テツカエデ　且0θγπψカ0痂研初

ヤマボウシ　Co物％5ん。％sα

アズキナシ　So乃％∫α一罪磁

ハイイヌガヤ　C砂勿Jo∫ακ％s加77初9∫oηfσvar．

　　　　　　　　　　　πζ瀞2α

ミヤマイボタ　五乏9Z癖アZ‘初渉S碗伽05んπ

ホツツジ　　Tγゆθ彪Zθ毎ρα％記Z5Zα’α

：コマユミ　E％0ηy海πSα1α伽5var．αρオθγκs　f．

　　　　　　　　o’12α’04θ％’α島‘s
i

　　端延フ1～こノ醗｝　　KrautSChicllt

　　チシマザサ　Sα詔勧擁飢Sゴ3

　　クマイザサ　S盗α3θ麗η伽sお

　　ミヤマカンスゲατγθκ4躍魏os’αo勿σvar．

　　　　　　　　　　　　　　　μα∂θ〆ガ〃zα

　　ヤマソテツ　1配㎎めgン万α解認s躍窺‘プθαηα

　　ツルアジサイ　躍ン4紹π即σρθ海oZαプお

　　イワガラミ　　Sヒ乃た91＞乃名㎎溺σ勿ゴ7π7z望。ゴ4θ3

i　ツクバネソウ　・P凌万3飽甜砂勿∬α

　　シシガシラ　　S彦73諾ん∫ρ1ウ犯7飴πψ0ノ¢fcα

1　マイヅノレソウ　　2レ惣ゴα％’海θノπZ4〃Z　4潔α’α’3〃η

チマキザサ　Sα剛力α1〃協α

オクノカンスゲ　Cα7飢〆厩osゴss珈β

シラネワラビ　五）矧0ρ詑万Sα％S彦γ毎6α

ツルシキミ　S雇窺甥如ブαρ0痂。αvar．伽庭7勉8読α

　　　　　　　　　　f．7ゆθπs

ツタウルシ　Rん％3α御∂なπα

トリアシショウマ　ノ4S躍δ8漉3醐δ醐gガvar．

　　　　　　　　　　　　　　　ωπ望S’α

ヤマイヌワラビ　　且≠ぬッ7f％〃ZZ雇4σZ泥

ツノレリンドウ　7「ア∫／瑳θ70句ウθ7彫銘甥ブ曜）oπκ％勉

e．スズタケーブナ群団域　Sasamorpho－Fagion　crenatae－Geb玉et

i

i
i
l
旨．

1

…’@　　Baumschicht　　　　ゴr

ブ　　ナ　　．F㍑9麗3（77印¢σ彪

ウリハダ八州デ　丑067プzグ初θ塑θ

填込モミジ　ノ1C67ρα1耀α魏挽var．α窺06η麗溺

エンコウカエデ　澄06ア御0ηOVar．辮87〃20η≠卿％

コ　ミネカエデ“　ノ10θ7ηZ∫07απ」乃％η2

ミズナラ　（2¢昭7伽S彫0η80”0σvar．9アOSεθSεγ7認α

ナツツバキ　S雄窺α7’脇ρs6％40－oα窺召π毎

オオイタヤメ！fゲツ　　み007S乃が門番解SαωαπZ6規

アオハダ　刀醗辮鷹πψ0廊

1

但iオく∫鯵　　Strauchschicht

オオカメノキ　胃伽アη％彫μ70α如規

サンショウ　　”π疏0矧Zπ勉ρ功67露％卿

コアジサイ　　功47α㎎θζzカα露飴z4α如

クロモジ　　ゐ2πd8γπ　％〃z∂8」～α劾

サラサドウダン　E％屠α曜勧soα吻ραπz磁’螂

アオダモ　乃rακ勿κS1αη％9勿OSα

コマユミ　E％o剛窮麗sα1α’％Svar．αρ詑プκsf．

　　　　　　　　0πゴα’04εη’α’麗5

ツクバネウツギ∠4δθ」如5ρα魏認α彦α

トウゴクミツバツツジ　1腕0404θπ4プ。ηz〃σdα鬼π辮

カントウマユミ　Ez‘0矧〃z％5　S∫θ∂01漉απκ5　var．

　　　　　　　　　　　　　3α㎎％z％8％5

ミヤマガマズミ　聾伽魏Z‘辮ωγゆ痂　　　　　　1

ツリバナ　Eκo円規κso廻ゆ勿πz碍

カマツカ　P伽7魏毎θα〃”05αv託1L　1α6加3

ツノハシバミ　Co角y伽35飽ゐoJ漉α㎎π

サワフタギの規ρ100050砺π碗SゴSvar．　Zθ％000αゆα

マンサク　撫窺α翅θ傭ブαρo痂。α

ナナカマド　So7う％s　oo辮〃z㍑彪

ヤマツツジ　　1～ぬ060虎πd70π々α6ηZが87ゴ

ミヤマイボタ　ゐゆs∫7％π’3魏。πos葱ゴ

ウワミズザクラ　ル襯粥g鰐α紹

ヤマウグイスカグラ　五〇溺。θη9πzo漉ρ6s

アズキナシ　Soγδ郷α伽承｝〃σ
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草本層　Krautschicht

スズタケ　翫εα∂o紹α1お

チゴユリ　　Dゴ母）07％規s刃¢ガαo加％〃z

ツルリンドウ　7’万力彰70契）θア規％辮ブαρ0卿α〃π

タチツボスミレ　巧01αgりφoc67α∫

ツタウルシ　R1㍑∫α彫醒8％α

キバナアキギリ　Sα屠α％ψρo癬。α

アカショウマ　　ノ1S蕗Zδ8魏πη∂θ響ガ

ミヤコザサ　5α5α卿勿）oηゴ。σ

ホウチャクソウ　エ万⑫07鰯zs633惚

オオバギボウシ　刀b5彦α窺。窺伽α

イワガラミ　　5ご乃ゴ20ρぬア㎎辮α勿4アαηg60ゴ463

シシガシラ　醜7碗屠oρオθγノεηゆ。漉。α

レンゲショウマ　丑解柳0ηの3∫S初α07ρρ勿ZJα

シロヨメナノ1s’θア㎎67α’o’465　var．乃αγα6　f．

　　　　　　　　　　zθπoα％♂ぬ％s

三

f．サワグルミ群団域　Pterocaryon　rhoifoliae－Gebiet

i

高木煽Baumschicht
サワグルミ　P陀700σησ嬬。加1毎

トチノキ　　AθSOπ」％S’ア麗δゼηα’α

ケヤキ　　Zセ1ん。びσ　∫677rα’σ

但iフiく雇l　Strauchschicht

ウリノキ　　丑」ごz㎎診％〃Zρ16Z’α％吻1廊‘〃彦var．〃∫10∂％η3

ヤブデマリ　　y必㍑7％％勉ヵ」ぽα露％初Vεぼ．オ0〃Zθη如Sπ規

アプラチャン　・翫7αδ8％90初ρ7α600κ

ヤマアジサイ　琢4搬㎎・8α甥α07qρ勿11αvar．

　　　　　　　　　　　αo％勉～ηα’σ

チドリノキノ10ε70α写》勿ヴ∂1㍍脚

サワシバCσゆ珈‘30074α如

チャボガヤ　7意解yαη耀加瓢var．厭目伽s

キブシ　S如0勿％7％5ρ搬600κ

カントウマユミ　E多‘o履y溺％ss’6∂01漉α翅‘3　var．

　　　　　　　　　　　　　sα㎎π2η6πs

キノ’ミナウツギ　　既忽召Z6z卿θκ2彿αρ記9ゴゴ

草フ国士　　K：rautschicht

ジュウモンジシダ　P9砂5’～論π駕’ガρ陀70π

サカゲイノデ　jFb砂就。伽前船プoso一力α伽。θ¢〃η

クサソテツ　　ハ拓σ∫彪％00如3”Z諾乃’ρメ増6ガS

ウワバミソウ　E♂α’os’θ彫α％初δθ”α’z6翅var．

　　　　　　　　　　　海賦％3

モミジガサ　　Cαo鐸」∫α礁々）ぬ劾げ狙）海α

オクノカンスゲ　Cα76κノ襯osゴss加α

ミヤマイラクサ　．乙04》07彪α甥αc70舘αo勿α

イワボタン　　C乃アッ30鋭）諺ηゴ％〃z甥α070sθ〃z％窺

クルマバソウ　ノ1⑫67厩σo吻昭如

ミヤマベニシダ　Dηgρ忽7ゴS辮0η漉01α

カツラ　　C6γび6ゆ履yZJ麗吻ブαρoπ’c％”¢

シオジ　　．翫α擁％πS幼αθ漉彪7Zα

ユクノキαα”α戯s3漉。屠α％σ

ニワトコ　Sα粥∂％0％S3飽δ01譲α多2α

ミツバウツギS如ρ勿Zθσ伽翅α醒α

エゾアジサイ　．砂4解π8即吻α6γ砂勿παvar．

　　　　　　　　　　　鰍禦6αゆα

テツカエデ　丑。θγ短ヵρo卿oz〃π

ミツデカエデ　　∠40θ70ゴ5sヴbあ％辮

フサザクラ　Eゆ観8αρo加η4駕

ハイイヌガヤ　C砂勿Jo’ακ鰐加γ7加9∫0短αvar．

　　　　　　　　　　　παηα

タマアジサイ　　」の4解π望α∫％びoJκ07σ’α

ミヤマイボタ　ゐゴ8κS”瑚¢’SO加πOSんゴ∫

ヒメウツギ　　D8κ惚∫〔Z　8P7rα0∫距S

オシダ　　Dり7ρρ雄7∫3cアαss∫7乃fgo吻α

リ　ョウメンシダ　　勘砂ε虎。ぬ。メ》舘s舘α％4fs乃毎

コチャルメルソウ　価’θ」1αραπo”70㎎

ヒカゲミツノ’ご　5ρκ7」ρカゴ刑ρゴ％61」απ漉0θη舘S

ヤグルマソウ　Ro49θ73毎メ》04〔4）勿11α

ムカゴイラクサ　五θカ07忽αδ認δ加7α

サワハコベ　S観1αガα4勿θアS解0112

タニギキョウ　」％πκαゆα6αγη0詔var．

　　　　　　　　　　　0げπσ60ゴ4θ5

イッポンワラビCo7ηqρ詫7おσ7飾泥漉osθ77厩α彦α

ミヤマシケシダ　孟峨y7伽〃¢箆yoη030アπ駕

5
i
i
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イツトウヒなどの外来種では，外見は美しいかもしれないが，環境保全林としての能力は期待で

きないばかりか，根が浅いために台風地震など自然災害に耐える力が弱い。したがって単木的

な鑑賞的価値しかもたず実際的ではない。

　環境保全林の形成に際し，植栽樹種はTab．47から，シラカシ，ヤブッバキ，ピサカキ，ケ

ボツ，ト藩（高木1餅齢文種）
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　　　　　　　　　　⊃i浮　　　溌ミ　Zukunftiges　Bild

　　　　　　　Fig．49環境保全林断面模式図

Querschnitt　durch　einen　Umweltschutzwald．　Schelnatische　Darstellung

der　EntWiCklung　vOn　UmWeltSChUtZWa1（lern．
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ヤキ，コナラなどが選定されるわけであるが，次に植栽にあたっての苗の選定が重要なポイント

となる。今臼ある森林一自然林あるいは二次林，植林にしても一は，最初からいきなり大径木が

生育し森林を形成したわけではない。実生あるいは小さな三門から始まり，長い年月にわたって

の植生遷移に応じた発達段階をへて今日の森林を形成しているのである。同様に，環境保全林形

成にあたっても，一朝一夕を期待して成木を植裁してもよい成果は得られない。支柱や巻ワラに

支えられ植栽された成木が，森林を形成した例はない。やはり小さな苗から始めるのが聴間がか

かり地道ではあるが，まちがいのない確実な方法である。

　現在行なわれている植栽に最も適した菌はポット苗と呼ばれているものである。ポット苗は実

生からビニール製のポットの中で育てられた苗である。よく生長，発達した根回をもち，移植の

際には根切りや根巻きをしないで，ポットから外してそのまま植栽することができる。根が健全

であるため移植と同時に生畏をはじめ，伸長も早い。また限られた狭い敷地でも効果的に多くの

苗を植栽することができ，支柱などの補助作業の必要がないなど，従来の蕾木に比べて多くの利

点がある。最近ではポット苗の需要が徐々に多くなってきており，良質の苗が生産されている。

現在のところ沼1壬i市周辺ではポット曲は生産されていないが，将来，技術の導入，指導によって，

沼田市内でもポット苗の生産は可能と考えられる。

　2）基礎工法P£1anzungsweise

　　a．表層：土の保全と復元　Erhalt親ng　und　Wiederherstellung　von　Mutterboden

　植物，特に樹木の生育にとって第一の基盤となるのは土壌である。良い土壌条件なしには樹木

の良好な生育は期待できない。表層土には無数の土壌動物，微生物，菌類などが複維な生物社会

を形成している。それらによる落葉・落枝などの生物遺体の分解，腐植の形成が行なわれ，植物

は微生物により分解された栄養塩類を根によって取り入れ生長する一方，落葉・落枝を土壌生物

に供給している。土壌と植物は一つの生態系を形成している。したがって，土壌なくして植物を

語ることはできない。

　表層土は有機質に富み，透水性が良くかつ保水力のある団粒状構造をもっていることが望まし

い。畑地や森林を新たに造成する場合には，表層土だけ採取し一か所に留めておき，造成が終了

した時点で還元する。また表層土がない場合には客土をする必要があるが，表層土の入手が困難

な場合にはパーク（木の皮），稲わら，厩肥などの有機物を下層とよく混合し表層土を形成する。

　　b．マウンドの形成　Bildung　des　Pflanzdammes

　植栽にあたってはマウンド（土塁）を築くことが理想約である。樹木は特殊な種を除いて適潤

ないしやや乾燥した立地を生理的セこ好む。過湿な土壌状態は好ましくなく，とくに苗木では根腐

れをおこして枯死する場合も多い。したがって植栽される立地の排水性が問題となるが，マウン

ドを築くことによって水の檸滞しゃすい平坦面をなくし，よりよい排水性を得ることができる。

　マウンドには，植栽する場所・目的に応じていくつか種類がある（Fig．47）。いずれの場合で
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も形成の際に注意すべきことは，平坦面をつくらないことである。平坦面ができるとそこに水が

停滞し，苗の根腐れを誘発する。また，大きなマウンドの場合には，斜面部であっても凹状地を

つくってはならない。やはり水が停滞し生育阻害をおこす。高いマウンドはマウンド自体が防音

や防風機能を果す。

　マウンドの高さはその大きさにより異るが，傾斜は肖然勾配に近いマウンドが望ましい。マウ

ンドの表履には有機物に富んだ表層土を約30c皿程度の厚さでかぶせる。表層土の下には厚さ50cm

以上の下層土を入れる。下層土は貧養性の土壌でよいが，排水性の良い土を選ぶ。下層土の下に

は建設廃材，不用廃棄物，工事残溢などを投入してもよいが，よく下届土と混ぜあわせ，マウン

ドの陥没などが起らないよう配慮する。生ゴミなど後にメタンガスを発生するような物の投入は

避ける。

　　c，植　栽Bepflanz双ng

　ポット菌を使用した環境保全林形成の特徴は，高木，亜高木層の構成種を密植することである。

密植による密度効果による速かな生長を期待し，早期の樹冠うっ閉を計る。樹冠がうっ閉するこ

とにより，保全林内の微気候が一定に保たれる定した生態系が維持されるようになり，次第に雑

草の侵入も少なくなり管理作業も軽滅されて行く。時間の経過とともにその立地本来の潜在自然

植生に応じた二二乱落が確実に形成されるはずである。

　実際には1m2あたり1．5～3本程度の密度で植栽するが，植栽地の環境条件によって密度を

調節してやることも必要である。沼田市のように常緑広葉樹林の分布限界曾近では，より高密度

の植栽がよりよい成果を期待できる。

　将来林縁部となるマウンドの周縁部にはマント群落，ソデ群落構成種を植栽する。マント，ソ

デ群落の形成によって，環境保全林内に与える風の寿彰響を緩和する。また花木類を植栽すること

によって美観を添えることもできる。

　実際の植栽にあたっては，ポットの大きさに応じて深さ約15～20cmの穴を掘り，苗をポットか

ら外して穴に入れ土をかぶせる。この時あまり深植えにならないようにし，むしろやや浅植えく

らいが望ましい。移植の直後に十分水をやる。移植と岡時に苗は生長を始める。また，マウンド

の表面には乾燥，土壌侵食防止のためのマルチングを行なう。これセこは敷わらが最適である。敷

わらは笛の生長とともに次第に分解され，有機質肥料の役割も兼ねる。

　植裁後の管理は初めの2～3年は除草や必要に応じた病害虫防除，施肥などが行なわれる。除

草も引き抜いた雑草は他へ捨てずに，マウンド上に放置しておく。雑草の遺体が敷わらと同様の

役割を果す。懲が生長し樹冠がうっ閉するにしたがって管理は軽減され，最終的には全く不要と

なる。
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摘 要

　1．群馬県沼田市は関東山地の山麓，利根川流域に位置している。市域の面積は136．65km琵，

海抜高度範颯は3！0mより武尊山の：支脈である剣ケ峰山頂（2，020m）までとなっている。

　2．低地は沖積地と関東ローム堆積層よりなる。丘陵や山地は輝石安山岩や石英安山岩質凝灰

岩などの火成岩類で構成されている。気候は南部低地が太平洋側気候，北部はE｛：本海側多雪気候

となる。

　3．　広域的な植生帯は零1コ川ぞいの低地，沼［9台地，さらにこれに続く丘陵地が常緑広葉樹林

帯；ヤブツバキクラス域に含まれる。この地帯は沼田市街地ををまじめ，農業立地，林業立地とな

り，集約的な土地利用の結果自然植生の残存はきわめて少ない。

　4．海抜600～700mからは夏緑広葉植林帯；ブナクラス域となり，海抜約エ，500mまでにわた

っている。この地域は国有地のしめる割合が高く，ブナの天然林をはじめ，自然植生がよく発達

している。海抜約1，500磁似上は亜晦山；lll；；コケモモートウヒクラス域で，亜高’山針葉樹林が1毛

根部を中心に発達している。剣ケ峰山頂には高山｛生の植生がみられる。

　5．　沼田市域でBraun－Blanquetの調査法にもとづき，35の植生調査資料が得られた。表操作

による群落単位融珪｝作業によって18クラス，24オーダー，37群団，42群集，20群落が明らか

になった（］皿章参照）。

　6．　ヤブツバキクラス域では自然植生としてケソポナシーケヤキ群集，河辺植生のタチヤナギ

群集やツルヨシ群集などが生育しているが，多かれ少なかれ人為的影響を受けている。代償植生

ではシラカシ植栽林，クヌギーコナラ群集とクリーコナラ群集の薪炭林植生，スギ，ヒノキ，ニ

セアカシア，モウソウチクなどの植林，畑地や水門の雑草群落などである。

　7．　ブナクラス域ではブナ林の自然植生としてヒメアオキーブナ群集，ホツツジーミズナラ群

集がみられ，前者は多雪地生，後者は寡雪地生のタイプとして注目される。さらに渓谷にはチャ

ボガヤーケヤキ群集，ジュウモンジシダーサワグルミ群集の残存林分が点在している。また尾根

状地セこはアカミノイヌツゲークロベ群集やアスナロ群落が局所的に存在する。

　これらの自然植生の二次林として，オオバクロモジーミズナラ群集，さらにカラマツ植林，伐

採地植物群落のヤクシソウータケニグサ群集など代償植生の占有而積も少なくない。
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　8．　玉原湿原（海抜！，200m）には中間湿源植生のミズギクーヌマガや群集が発達している。

周辺部には高茎草源のタムラソウーバクサソタィゲキ群落が生育し，季観にすぐれている。

　9．　コケモモートウヒクラス域はオオシラビソ群集を中心に風衝低木群落（ミヤマナラ群集，

コメツツジ群落など）がブナクラス域にまたがって尾根や岩角地の風衝地に生育している。また

高山植生のコケモモーハイマツ群集，コメバツガザクラーミネズオウ群集の断片的植分がみられ

る。

10．現存植生図（！：25000）カミ32の凡例で作製された。同時に潜在自然植生図（1：25000）

も24の凡例で作製されている。

11．植生調査および檀生國の結果から沼田市の緑の生活環境の創造に対する生態学的な提案が

行われた。とくに市街地域における環境保全林形成について具体的な計藤が示された。
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Vege重atio難der　Stadt　N秘膿ata－ei皿e　vegetationskundliche　Studie

　　　　　　　　f藤rdie　Schaffung　einer　der　gr藤nreichen　Stadt隅

Z疑sm膿enfassung

　　Das　Areal　der　Stadt　Numata　mit　138．65km2　reicllt　vom　Gebiet　der　I狙mergrUnen　Laub．

walder（C　a　m　e　l　l　i　e　t　e　a　l　a　p　o　n　i　c　a　e）bis　in　die　Stufe　der　subalpinen　Nadelwalder（V　a　c－

ci且io・Piceetea）；esistvonOstnachWest123km，　vonS蔵dnachNord23．9kmlang．

Die　Meeresh6he　der　Stadt　Numata　reicht　von　3！0m　iR　der　tiefen　Alluvialebene　des　Flusses

Tone　bis　2，020m　am　Gipfel　des　Berges　Hotalくa．　Die　nat茸rliche　Vegetation　und　ihre

Verteilung　in　der　Stadt　Numata　ist　vegetations6kologisch　sehr　wichtig　und　interessant，　weil

wirdenallm盗hlichenWec1ユselderVegetationvonden　Camellietea　japonicae　zu

deR　F段getea　c　r　e　n　a　t　a　e　hier　nicht　immer　genau　fassen　k6nnen，　denn　durch　Siedlung

seit　fr慧hesten　Zeiten　und　land・und　forstwirtschaftliche　Nutztmg　ist　die　eigentliche　natUrliche

Vegetation　weitgehend　vernichtet　worden．

　　In　der　Stad£Numata　ist　auch　die　heutige　Vegetation　durc1ユlange　verschiedene　mensch．

1iche　Einwirku盈gen　fast　verschwunden．　Als　heut三ge　reale　Vegeta士ion　sind　in　der　Eebene

und　an　sanften　Hangen　meist　Acker・und　Reisfeldunkrautgesellschaften　uRd　Wiesen－und

Geb茸sch－artige　Ersatzgesellschaften　entstanden．　Die　Bergh註nge　sind　bedeckt　mit　sekundaren

Waldern囎d　Aufforstungen　vonα一拶。／7361一ガ‘zブ‘ψo航α，　Chαητ8贈副50伽5αund　in

h6hern　Lagen　z，　T．　mit五αノゼヱんαθ7ηが67層ガ．

　　Jedoch　sind　kleine　flecken－oder　linieRhafte　naturliche　Restbes伽de　der　Walder　sowie

einzelne　Bまume　in　den　tiefen　Lagen　als　Hangwalder，　Schrein－und窪’empelwalder　i籍dem

Stadtraum　von　Numata　erhalten．王n　der　Stufe　der　Fagetea　crenatae，　die　bei　etwa

600m般。　M　beginnt，　ist　auch　nur　an　steile且Kangen，　auf　Gipfeln，　entlang　schmaler

Bergt銭ler，　sowie　in　MQoren　natUrliche　Vegetation　kleinflachig　erhalten　geblieben．

　　Durch　einen　Auftrag　der　Stadt　Numata　haben　wir　im∫ahr　1983　in　allen　Teilen　des

Stadtareals　pflanzensoziologische　Aufnahmen　sowie　eine　Kartieru無g　der　realen　und　der

potentiellen　nat萱rlichen　Vegetation　i阻Gelande　durchgef荘hrt．　Nach　wiederholter　Tabellen－

arbeit，　auch　durch　Vergleich　der　bisherigen　Gesellschaftsaufnahmen　und　der　Tabellen　aus

dea　Nachbargebiete鍛wur（len　die　G．esellschlaftseinheiten　der　Stadt　Numata　klar　gefaBt．

　　Auf　Gru雛d　der　vegetationskundlichen　Forschungsergebnisse　mit　den　Karten　der　realen

sowie　der　potentiellen　natUrlichen　Vegetation（MaBstab　1：10，000）wurden　vegetations6ko一
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10gische　Vorschl琶ge　f積r　die　Erhaltung　deτ1ebendigen　Umwelt　und　die　Schaffung　einer

且euen，　zukUnftigen　Umwelt　gemacht。　Pflanzensoziologisch　wichtige　schutzwUrdige　Objekte

wie　noch　erhaltene　nat慧rliche　oder　natumahe　Best註nde　von　Hofwaldem　und　Hochhecken
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

Hangwaldern，　Shlnto－und　Buddhistischen　Tempelwaldem，　Moore，　Schluchtwalder　sowie

na繊rliche　Gipfelw註1der　im　Stadtareal　von　Numata　sind　mit　wichtigen　Angaben　Uber　ihren

Schutz　dargestellt（p．115～1！7）。

　　F慧rdie　nachhaltige　rationelle　Landnutzung　durch　die　fUr　Numata　wichtige　Land－und

Forstwirtschaft　wurden　auf　der　Basis　des　Vergleiches　der　realen　mit　der　potentiellen　nat銭rli－

chen　Vegetation　unter　BerUcksichtigung　des　Schutzes　von　B6den　und　Hangen　notwendige

vor　schlage　gemacht．

　　Bei　der　neuen　Sta（ltplanung　und　Landnutzung　spielt　die　Karte　der　realen　Vegetation

als　diagnostische　U簸terlage　eine　groβe　Rolle．　Noch　erhaltene　Restbest銭nde　der　natUrlichen

und　naturnahen　Vegetation　sowie　Berggipfel，　steile　Haage，　Moore　u．　a．　Stellen，　wo　die

Natur　mit　der　Vegetation　gegen　me聡chliche　Angrlffe　empfindlich　ist，　sollten　von　Ersch1圭e6・

ungen　gesch蔭tzt　bleiben．

　　Wahrend　die　Hauser　und　6ffentlichen　Gebなude　wie　Schulen　und　die　Verkehrseinrichtua－

gen　meist　bis　heute　aus　toten　Materialiea　wie　Eisen　und　Zement　gebaut　wurden，　habe臓

wir　nun　fur　ihre　Umgebung　lebendige　Baustoffe　vorgesehe登und　die　standortgem鵠e　Vege－

tation　positiv　zu　nutze痘vorgeschlagen．　Daf蔭r　wurden　grunds註tzliche　Er6rterungen　sowie

konkrete　Beispieleきegeben，　die　das　gesamte　Stadtareal　im　Gebiet　der　C　a　m　e　l　l　i　e　t　e　a

japonicae　z。　B．　Schule且，　StraBen，　Parke　andere　6ffentliche　Geb証ude　bis　hin　zu　Privat－

h護usem　betreffen（Fig．45，46）．

　　Im　Gebiet　der　Fagetea　crenatae，　wo　meistForstwir宅schaftund　ErschlieBu籍g　zu㎜

Zwecke　des　To．urismus　von　der　Stadt　geplant　sind，　haben　w量r　auch　einige　Vorsch1まge　f薮r

e圭ne　integrierte　Schutz－und　Nutzweise　gemacht，　Besonders　sollen　nicht　nur　Aufforstu獄gen

der　monotonen　Nadelholzarten　wieα・抄’oノπθノーガαブ砂。πガ6α，　C加刀386ッρα1一∠50伽‘5α，　Lαノ・㍑

んα8ノπ”ノ・ガund　Kiefem（Pカzz63’んz〃zう｛ヲノニ9¶ゼ∫，　P．4θη5ウ701趨α）sondem　auch　Mischw護1der　mit

sommergr慧nen　Laubholzaten　wieΩ㍑8／4α‘5581γα如，Ω」7307zgo砒αvar．8ア。∬858ノブ・α’α，　Z8疏。膿

56ノγα’αun（l　anderen　gef6rdert　werden．　Die　touristischen　Anlagell　in　den　natUrlichen

Waldern　und　Mooren　sollteR　m6glichst　bescheiden　angelegt　und　ausgestattet　werden；die

Menschen　sollten　sich　in　der　Natur　einordnen　wie　ei轟gelade塗e　Gaste　in　eineln　fremden

Hause．

　　So　s◎llen　die　modernen　vegetationskundlicher｝Forschu簸gsergebnisse　auch　zu　der　zukUnf－

tigen　gesunden　Entwic1（1ung　der　Staδt，　der　Natur　und　aller　Einwohner　wese駐tlich　beitragen．
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　　Dieser　kleine　Bericht　uber　die　Vegetation　im　Stadtbereich　Numatas　bietet　auch簸eue　vege・

tations6klologische　Erlくe斑1tnisse　t1ber　die　Grenzen　der　Klassenverbreitung　von　C　a　m　e　l　l　i－

etea　laponicae　und　Fagetea　crenatae，　die　bis　letzt　im　Binnenland　Japaas

manchmal　nicht　geaau　dargestellt　werden　konnte鳥。　　Es　wurden　hier　durch　Gel註nde－

Aufnahmen　der　Restbestande　der　natUrlichen　W溢1dchen　und　Einzelbaume　Beziehungen

zwischen　dea　nat萱rlichen　und　ihren　Ersatzgesellschaften，　zu　Topographie　und　Standort　kllar

dargestellt．　Zugleich　hoffen　wir　eine　neue　Richtung　des　6kologischen　Umweltschutzes

und　eine　neue　Umwelt　im　stadtischen　Raum　zu　schaffen．　　Es　m6ge　hiermit　ein　Beitrag

gegeben　sein　zur　Sicherung　einer　harmonischen　Entwicklung．



14◎

引　用　文　献

Literatur

1）

2）

3）

4）

5）

6）

7）

8）

9）

10）

！1）

12）

13）

14）

15）

16）

17）

18）

19）

20）

21）

22）

Braun－Blanquet，　J．1928：Planzensoziologie．　GrundzUge　der　Vegetationskunde．　Wien．2．　Aufl．1951．

Wien．3．　Auf1．1964．　Wien－New　York．

深田淳夫・新井房夫1959：群馬県舞質図．群馬県．東京．

環境庁1981：群馬県現存植生図．節2回自然環境保金基礎調査（植生調査）．東京．

久秀田保夫・松田行雄・波ill善夫・竹中則夫・高橋弘行1983：鬼怒沼湿原の植物．141pp．（付着色植生

図，別刷表）．栃木県，宇都宮．

寓脇　昭1968：関東地方の潜在自然門生と代償植生との考察予報．一次生産の場となる植物群集の比

較碓究，昭和42年度報告，P．89－95．仙台．

Mlyawakl，　A．19691Systematik　der　Ackerunkrautgesellscl〕aften　Japans．　Vegetatio　19：47－59．　Den

Haag．

窩脇　昭1970：植物と入問．228pp．日本放送出版脇会．凍京．

　　・1984：緑の証君．241PP．東京書籍．東京．

　　（編）1967：植物一丁界との比較における日木の鰹ピー．原色現代科学大事典3．535pp．（1977

年改訂萩野i羅本の植生535PP．）．学研．來京．

　　（編著）！9771富山県の植乙k．289pp．（付着色植生図4，別刷表）．富山県．密山．

　　・藤原一絵19701尾瀬ケ原の嫡症．152pp．（付着色植生図3，別刷表）．［潮岬公園協会，束京．

　　・　　・原I／li洋・楠　　織・奥［311垂俊1971：逗子市の植生一E1木の常緑広葉樹林について一。

151pp．（付若色植生区｝2，別刷表）．逗子市教育委員会，逗子．

　　・村上雄秀・鈴木紳一・鈴木邦雄・佐々木寧1981：広野地区およびその周辺域の植生～福島県南

東部の植物社会学i：i勺研究一（付若色搾るk図4，付表）．横浜敏生学会報告32．！60pp．横浜．

　　・伊藤秀三・奥i：日重俊1967：会津駒ケ岳・田季耐調辺（福島県）の植生．iヨ木自然保護協会学ラiサ調

釜i幸長農｝29　：15－43．　耳蝉京，

　　・中村幸人！982；北毛地方（渋／iト水上）の植生および景観区分への卿用．上越瓢幹線建設に伴

う野冊調査報告書．p．1－86．東京．

　　・　　・大山弘子1977：上越地方（渋／il一水上）の植生調査一夏緑広葉樹林を中心として一．上

越新幹線建設に伴う環境調査研究報告書，p．131－175，東京．

　　・　　・薄恥重俊1978：上越地方（渋摂一水上）の潜在自然植生．上越凝幹線建設に伴う環境調

査得畢多日幸艮告“i：．　p．173－226．　舞工京．

　　・大場達之。奥田重俊・申山　洌・藤原一絵1968：越後三山・奥只見／lil辺の植生（新潟県・傭島

県），iヨ本自然保護協会報告：57－！52．（付着色植召三図，別刷表）．東京．

　　・大野啓一・奥「l／i重俊　1974：大山の植物社会学的研究．横鴻玉i大環境研紀要1：89－122．（付別刷

表），横浜．

Miyawaki，　A．　u．　S．　Okuda　1972：Planzensoziologische　Untersuchungen荘ber　die　Auenvegetation

des　Flusses　Tama　bei　Tokyo，　mit　einer　vergleichenden　Betrachtung　Uber　die　Vegetation　des

Flusses　Tone．　Vegetatio　24（4－6）：229－311，　Den－FIaag．

宮脇　昭・奥田重俊・井上香嶺子1975：埼ヨ三累南東部の植生．86pp．（付着色植生図4，付表．　pl．

10PP．）．　埼玉塁裂．　早甫魂：L

　　・佐々本寧1981：下北半島月尋辺の植生．（付着色植生図7，別刷表）．横浜植生学会報告13．256



141

23）

24）

25）

26）

27）

28）

29）

30）

31）

32）

33）

34）

35）

36）

37）

38）

39）

40）

41）

PP．横浜．

　　・鈴木邦雄1974：千葉市の植生．92PP．（付着色植生図2，付表）．千葉．

　　・　　・藤原一絵・原田　洋・佐々木寧！977：山梨の植生．237pp．（付別刷表）．山梨県，甲府．

　　・鈴木伸～・鈴木邦雄1984：塩那道路周辺（栃木県）の植生．（印剛申）．

　　他1972：神奈想県の現存植生．789pp，（付着色植生図44，鯛鋼表）．神奈川県教育委員会．横浜．

　　他1976：神奈川県の潜在自然植生．407pp．（付着色植生図43）．神奈／ii梨教育委員会．横浜．

　　他1981；川崎市および周辺の植生．（付着色植左ヒ図6，別刷表）．横浜植生学会報告24．211pp．

横浜，

中山　洌1978：ニッコウシダーハンノキ群集．宮脇　昭（編著）：長野県の現存檀生．p．181－184、長

野県．長野．

大場達之1969：関東平野の原植生に関する考察一シラカシ群集を中心として一．神奈ノ1繰博物館協会

幸陵22：9－15．　瑳黄浜．

　　1973：清津川上流域の樒生．荘1本1≒i然保護協会報告43：57－126．東京．

　　・菅原久失・大野啓一1978：露i道291号周辺の植生一谷川岳の植生予報一．国道291号自然環境調

査報告該：．p．81－163．菜京．

奥田璽俊1978：闘東平野における河辺植生の植物社会学的硬究．横浜圏大環境研紀要4（！）：43－112．

横浜．

奥富清・辻誠治・小平哲夫1976：南関東の二次林植生一コナラ林を中心として一，東京襲工大農

学吝影回垂木報　13：55－66．　丹守司二1．

佐々木寧1978；伊勢湾臨海部の繊生．伊勢湾臨海緑地整備のための墓礎調査報告書．P．1－85．第五港

建設局．東京．

瀬沼賢一・山木敬一1977：葡場山の湿原植生．新潟の自然　策三集．p．／91－206．断潟．

森林立地墾話会1972：i≡1本森林立地i渕，（図4，説明｛！i二18pp．），束京．

鈴木時夫・薄井　宏1953：北関員工の二次林植生について．i三1林会誌35：9－13．束京．

薄井　宏1958：太平洋一El本海気候域培ε界における森林植生一男休山をのぞく奥El光の山岳森林一．

iヨ林会轟志　40　（8）　：332－342．　封ミ：京．

不1潤　清1982：劇1導中央部の内陵地域1こおける夏緑広葉樹林の植物社会学的研究（1）．儒州大学教育

学部志賀1≒1然教育施設研究業績20：1－38．松本，

山崎　惇1980：コナラの自然林についての一考察、佐久教育15：1－19，佐久．



沼田市の植生
Vegetation　der　Stadt　Ntlmata

　　　（Prafektur　Gumma）

1984．

宮脇　　　昭・奥田

塚越優美子・金

　7

重俊・鈴木　伸一

聖徳・金　　鍾：元

　　　　　　　　　　　　　　　von

Akira　MIYAwAKエ，　Shigetoshi　OKuDA，　Shin－ichi　SuzuKI，

Yumiko　TsuKAGosH工，　Seng－Deog　K11M　und　Jo無9－Won　KIM

発　行

印

沼 田 市

剛　ヨシダ印刷両国工場
　　　東京都墨凶区亀沢3－20－14

　昭和59年7月16日印刷
　Fl召　禾0　59　年　　7　）弓　20　1ヨ　多逢　そ了


